
 

 
 

    

 

          
 

 
まずは、三十三間堂の CG を読

み込む（手間等の都合上、CG の

左端だけを使う） 
 
屋根の面積とおおよそ等しくな

るように矩形で囲み、明度２、角

度垂直 45 度に設定する。 
 
（実際には４５度も傾いていな

いが、観測者が下から屋根を見上

げていることを想定している。） 
 



 

 

     

 

       

 
次に、扉の入力を行う。扉は６つが周期

的に並んでいる。また、扉と扉の間も周期

的だからこれを７つ入力する。 
 
扉の明度は１、扉と扉の間の明度は４と

する。 
 



       

 
 
さて、次に、三十三間堂と比較する建物の入力を行う。まずは、もし三十三間堂の縁の下が空

洞ではなく、近代建築に見られるようなコンクリートだったらどうかという場合についてである。

これについては、縁の下の部分が白いコンクリートであるとし、かつ直角部分が上下についてい

るものとする。 
 

縁の下については、空洞であるから、何もないことに

する。これで三十三間堂に関して一通りの入力を終え

た。後の比較のためにこれを「登録」しておく。 
（保存もしておく＊） 



     

 
以上の入力を終えたのちに、「登録」する。 
これで、「三十三間堂」とその縁の下がコンクリートになった「近代もの」とを比較する準備が

できたので、結果を見る。 
 

 

 
比較の結果、「三十三間堂」より「近代もの」の方が圧迫感が増している。その違いは以下のよう



にスペクトルグラフに現れている。 
 

 

 

ここで、いったんソフトを閉じる。 



さて、再びソフトを起動して、再び、CG を読み込む。また保存しておいた＊三十三間堂のファ

イルを読み込む、CG と矩形の位置がずれている場合、ウインドウの大きさを調節してずれをな

おす。 
 次は、三十三間堂の屋根をとっぱらって、白いコンクリートだった場合を比較する。ただし、

白いコンクリートの屋根の高さは元の屋根よりは半分ほど低いものとしている。もちろんコンク

リートの屋根であるから角度は０である。 
 

  
 

     
 

入力が終えたら「登録」して

比較結果を見てみる。 



 

 
コンクリート屋根の場合、半分の高さでも圧迫感が増す結果となっている。また、屋根の面積が

小さくなっているにも関わらずスペクトルグラフに大きな変化は見られない。 
 
 



 

 
 



さて、次は、三十三間堂の扉がなくなってしまった場合についてである。白い扉をなくして、一

枚の平面になったとして入力を進めてゆく。明度は３である。 
 

 
 

       



比較結果は、以下のとおり。 
 

 

 



 
 

 


